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平成２０年度 独立行政法人国民生活センター年度計画 

 

平成２０年 ３月３１日 

（変更）平成２０年１１月２８日 

（変更）平成２１年 ３月１３日 

独立行政法人国民生活センター 

 

 

独立行政法人国民生活センター（以下「センター」という。）は、中期計画に定めた業務

の実施について、独立行政法人通則法（平成１１年法律第１０３号）第３１条の規定に基

づき、平成２０年度の業務運営に関する計画（以下「年度計画」という。）を以下のとおり

定める。 

 

１．業務運営の効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

 

（１）一般管理費及び業務経費 

・ 一般管理費（人件費を除く）については、前年度比３％以上、業務経費につ

いては、前年度比１％以上の経費の削減を行う。 

 

（２）人件費 

・ 総人件費については、簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進

に関する法律（平成１８年法律第４７号）等に基づき、５年間で５％以上削

減（退職手当及び福利厚生費並びに人事院勧告を踏まえた給与改定分を除

く。）する計画の着実な実施を行うとともに、役職員の給与に関し、国家公務

員の給与構造改革を踏まえた見直しを実施する。さらに、「経済財政運営と構

造改革に関する基本方針２００６」（平成１８年７月７日閣議決定）に基づき、

国家公務員の改革を踏まえた人件費改革を継続する。 

 

（３）給与水準 

・ 給与水準については、国家公務員との給与水準差等の観点から現状の給与水

準が適切かどうか検証を行い、その検証結果を踏まえた取組状況について公

表する。 

 

（４）随意契約の見直し 

・ 随意契約の適正化を推進するため、「随意契約見直し計画」に基づく取組を

着実に実施するとともに、一般競争入札等により契約の競争性、透明性を十

分確保し、入札・契約の適正な実施を図る。 

 

（５）保有資産の有効活用 

・ センターの保有する施設の有効活用等を図るため、相模原事務所について、

関係機関と調整し、民間競争入札を実施するとともに、東京事務所の在り方

を検討する。 

 

２．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため
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とるべき措置 

 

（１）消費生活情報の収集・分析・提供 

 

①ＰＩＯ－ＮＥＴの刷新等 

・ 苦情相談の受付からＰＩＯ－ＮＥＴ登録までの期間を抜本的に短縮するため

に、消費生活センターからの苦情相談情報の収集方法について再検討を行い、

消費生活センターの意見等も踏まえて調整した上で、検討結果を仕様書（要

件定義書）に反映させる。 

 

・ 内閣府の「ＰＩＯ－ＮＥＴ追加配備実施要綱（平成２０年１１月２８日付）」

に基づき、都道府県を通じて全自治体に対して「ＰＩＯ－ＮＥＴ追加配備要

望調査」を実施し、その結果をもとに配備先を決定した上で、追加配備を行

う。 

 

・ 平成１９年度策定のＰＩＯ－ＮＥＴ最適化計画に基づき、上記の業務体系の

再検討を踏まえた仕様書（要件定義書）を作成し、調達手続き（入札）を行

い、システム開発を開始する。 

 

・ 平成１９年度に検討を行ったＰＩＯ－ＮＥＴの「分類・キーワード」の改定

案を取りまとめ、これに対する消費生活センターの意見も踏まえた上で関連

するマニュアルの改定版を作成し、全国の消費生活センターに配布する。 

 

②「早期警戒指標」の整備 

・ ＰＩＯ－ＮＥＴ情報を直接検索した結果を人の手で分析して問題性を抽出す

るこれまでの方法を見直し、ＰＩＯ－ＮＥＴ情報から「早期警戒指標」を作

成するため、外部有識者を含めて検討を行うとともに、指標値に基づく定期

的な監視・分析のための手法を開発する。 

 

③「事故情報データバンク」の整備 

・ 事故情報データバンクの構成と運用方針について、内閣府と協議を行うとと

もに、ＰＩＯ－ＮＥＴを含む類似の情報収集システムに関する情報を収集し、

事故情報データバンクが備えるべき機能について、外部有識者の意見も聴取

しつつ仕様書を作成し、システム開発を開始する。 

 

・ 内閣府を通じて関係省庁との間で、入力される情報の共有方法等と関係省庁

の保有する事故情報の共有化について協議を行い、一定の結論を得る。 

 

④「消費者トラブルメール箱」の運用 

・ インターネットを活用して、広く消費者からトラブル情報を収集するととも

に、寄せられる情報のうち、多数案件や新規手口の案件など重要性の高いも

のについて、解決策や消費者へのアドバイスを年間５０件以上ホームページ

上で提供する。 

 

⑤調査研究 
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・ 消費生活に重大な影響を及ぼす問題について、ＰＩＯ－ＮＥＴ情報を活用し

つつ調査研究を行い、国・地方の消費者政策の企画立案に資するとともに、

広く国民に情報提供する。 

 

（２）国民への情報提供の強化 

 

①報道機関等を通じた情報提供 

・ ＰＩＯ－ＮＥＴ等で収集される情報を迅速に分析してとりまとめ、記者説明

会を機動的に開催することにより、年間５０件以上の情報提供を行う。 

 

・ 国民への情報提供に当たっては、悪質商法や製品事故などによる消費者被害

の発生や拡大を防ぐ観点から、事業者名を含めた公表に積極的に取り組む。 

 

②ホームページ、出版物、テレビ番組等による情報提供 

 

ア．ホームページ 

・ コンテンツの迅速な追加・更新、既存コーナー運用方法の見直し等により、

ホームページ利用者の利便性の向上を図る。 

 

・ 緊急性が高い問題については、必要とされる情報を迅速かつ的確に提供する。 

 

イ．出版物 

・ 消費者問題の専門誌として「月刊国民生活」を創刊し、定期発行する。 

 

・ 「月刊国民生活」について、内容の充足と満足度の向上を図るため、読者等

へのアンケート調査を実施し、５段階評価で４以上の満足度の評価を得る。 

 

・ 国民の日常生活の情報源として「くらしの豆知識」を年１回発行し、消費者

情報の普及を図る。 

 

ウ．テレビ番組 

・ 国民生活センターの情報を活用して、悪質な販売手口や製品事故等に関する

情報を毎月２回以上定期的に放映する。 

 

・ 放映された番組内容をホームページを通じて動画配信する。 

 

・ 視聴者モニターに対するアンケート調査を実施し、５段階評価で平均４以上

の満足度の評価を得る。 

 

エ．高齢者や障害者等への情報提供 

・ 高齢者や障害者に加えて、それらの方々を支援する民生委員や介護関係者等

を対象に、悪質商法や製品事故等に関するメールマガジン（高齢者版、子ど

も版）を発行する。 

 

・ メールマガジン等の情報を活用した印刷物を作成し、民生委員や介護関係者
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等に対して配布し、情報提供する。 

 

（３）苦情相談の充実・強化 

 

①苦情相談 

 

ア．経由相談 

・ 専門的な相談の充実・強化を図るため、金融・保険、情報通信、特商法等の

分野については、外部専門家、職員、相談員で構成するチーム制を敷く。 

 

・ 全国的に共通性のある苦情相談については、消費生活センターと共同して、

または移送を受けて、事業者との交渉を行い、相談の統一的な処理に取り組

む。 

 

イ．直接相談 

・ 消費者被害の実態を迅速に把握するセンサー機能を維持する観点から、消費

生活相談員の高い資質の維持に努めつつ、引き続き直接相談を実施する。 

 

・ 土日祝日に相談窓口を開設するための体制について検討を行い、所要の準備

を行う。 

 

②個人情報の取扱いに関する苦情相談 

・ 個人情報の取扱いについて、引き続き消費者から相談を受けるとともに、消

費生活センターからの経由相談にも積極的に対応する。 

 

（４）裁判外紛争解決手続の整備 

 

消費者紛争の迅速・適正な解決と同種紛争の未然防止のために、国民生活セン

ター法の改正を踏まえ、裁判外紛争解決手続を整備する。 

 

（５）関係機関との連携 

 

①消費生活センター 

・ ＰＩＯ－ＮＥＴの安定的運用に資するため、ＰＩＯ－ＮＥＴ運営に関する情報

を随時「消費者行政フォーラム（仮称）」に掲載するとともに、「消費生活相

談緊急情報」を発行する都度「ＰＩＯーＮＥＴつうしん」として再掲載する。 

 

・ 月１回提供している「消費生活相談緊急情報」を引き続き発行するとともに、

緊急情報を速やかに提供するため、「消費者行政フォーラム（仮称）」等に適宜、

掲載する。併せて平成２１年度より月２回発行するための準備を行う。 

 

・ 「製品関連事故情報」については、平成２１年度からの毎月発行に向けた準備

を進めるとともに、平成２０年度の後半は試験的に臨時版などを発行し、年度

内で８回以上発行する。また、 サーバ容量の確保や電子化のフォーマットの

検討などに着手する。 
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②国の行政機関 

・ 消費者利益を侵害する違法・不当行為等について、事業者情報を含め、関係行

政機関に対し、迅速に情報提供・要望を行う。 

 

・ 苦情相談情報、危害・危険情報、商品テスト結果等の分析に基づいて、関係省

庁等による消費者行政担当課長会議等の場を通じて、制度・施策の改善につな

がる政策提言等を行う。 

 

③独立行政法人 

・ 製品評価技術基盤機構、農林水産消費安全技術センター、国立健康・栄養研究

所との情報共有を進め、商品テスト、研修等に関し連携を図る。 

 

④法令照会への対応 

・ 裁判所、警察、弁護士会、適格消費者団体等からの法令に基づく照会に対して

迅速かつ適切に対応する。 

 

⑤情報公開 

・ 情報公開請求に対して適切に対応する。 

 

（６）研修の充実 

 

①地方公共団体職員・消費生活相談員向け研修への重点化 

・ 消費生活センターの相談処理や啓発の能力を高めるため、地方公共団体の職員、

消費生活相談員を対象とした研修に重点化を図ることとし、全研修コース数の

うち、これらを対象とする研修を９割以上とする。 

 

・ 研修コース毎に、受講者に対するアンケート調査を実施するとともに、受講者

を派遣した地方公共団体へのアンケート調査を実施する。アンケート調査の結

果は研修内容の充実に活用するとともに、受講者および地方公共団体から５段

階評価で平均満足度４以上の評価を得る。 

 

・ 中小企業等の消費者相談部門等に所属する職員を対象に、苦情処理に必要な一

般的知識及び法令等の専門的知識、並びに最近の消費者問題等を習得するため

の研修を行う。 

 

・ 地方の消費生活相談体制の強化を図るため、モデル事業として、相談体制の脆

弱な地域に経験豊富な相談員を訪問させ、現地の相談員に対し助言・指導を行

う。 

 

②消費生活専門相談員資格認定制度 

・ 消費生活センター等において相談業務に携わる相談員の資質・能力の向上等を

図るため消費生活専門相談員資格の審査及び認定を行う。 

 

・ 各地の地理的条件に配慮した人材の供給を確保する観点から、全国１５箇所以
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上で資格試験を実施する。 

 

・ 資格取得者の資質・能力の維持・向上を図るため、消費生活センター等での実

務に就いていない資格取得者が資格の更新を行う際に受講する講座を平成２

０年度より実施する。 

 

③消費者・企業向け研修への市場化テスト導入 

・ 消費者・企業向け研修への市場化テストの導入に向け、実施要項（案）を作成

するとともに、官民競争入札等監理委員会の審議スケジュールに沿い、所定の

審議を経る。 

 

（７）商品テストの強化 

 

①生活実態に即した商品テストの実施 

・ 事故状況や使用条件を反映した商品テストを機動的かつ効率的に実施し情報

提供するとともに、規格・基準の制定や改定等の政策提言を行い、重大製品事

故や偽装表示などによる消費者被害の未然防止・拡大防止を図る。 

 

・ 事故原因の究明に資する、使用状況等を反映した商品テストの実施に必要な施

設・機器の更新・整備を図る。 

 

・ テストの課題設定及び成果については、商品テスト分析・評価委員会の評価を

受け、その結果を業務に反映させる。 

 

②商品テストの効率的な実施 
・ 独立行政法人、研究機関、大学等の関係機関との連携を強化し、それぞれの機

関が保有する専門的な知見や技術・技能等を活用する。 

 

・ 定型的な規格・基準に基づくテストや専門性の高いテストなどは、外部の試験

研究機関等へ委託する。 

 

③商品テスト実施機関の情報収集・提供 

・ テスト実施機関が実施可能な対象商品や試験内容、保有する施設・機器などの

情報を収集し、ホームページを通じて情報提供する。 

 

・ 消費生活センター等で実施した商品テスト情報を収集し、情報提供する。 

 

（８）中核機関としての役割強化 

・ 内閣府が中心・中核となって、センターが行う業務全般に関して、関係省庁、

関係機関との役割分担・連携等の具体的方策について、十分に協議した結果を

踏まえ、適切に対応する。 

 

３．予算（人件費の見積もりを含む。）、収支計画及び資金計画 

 

別紙１から別紙３のとおり。 
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４．短期借入金の限度額 

 

・ 短期借入金の限度額は、７億円とし、運営費交付金の資金の出入に時間差が生

じた場合、不測の事態が生じた場合等に充てるために用いるものとする。 

 

５．重要な財産の処分等に関する計画 

 

計画なし 

 

６．剰余金の使途 

 

（１）商品テスト業務に係る検査・分析機器等を充実させるための更新・整備 

（２）情報の収集及び提供に係る高度情報化を図るための機器等の整備 

（３）施設・設備の質的向上及び老朽化対応のための改修・整備 

 

７．その他内閣府令で定める業務運営に関する事項 

 

（１）施設・設備に関する計画 

 

・ 平成２０年度に取得・整備する施設・設備は次のとおりである。 

 

 施設・設備の内容 予定額 

（百万円）

財源 

東京事務所 

耐震改修工事 

３５４ 施設整備費補助金 

 
（２）人事に関する計画 

 

・ 業務運営の効率化により、常勤職員の増加抑制に努める。 

 

・ 職員の資質向上と業務の効率化に資するため、各種研修会に参加して研鑽を図

る。 

 

（３）中期目標期間を超える債務負担 

 

・ 中期目標期間中のセンター業務を効率的に実施するために、コンピュータの賃

貸借について、次期中期目標期間にわたって契約を行うことがある。 

 

（４）積立金の処分に関する事項 

 

計画なし 
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別紙１ 

 

 

平 成 ２０ 年 度 予 算 

（単位：百万円） 

区  別 金  額 

収入 

 運営費交付金 

 事業収入等 

 施設整備費補助金 

 

計 

 

１２，８４２

１４４

３５４

１３，３４０

支出 

 業務経費 

 一般管理費 

 人件費 

 施設整備費 

 

計 

１１，４２５

２２８

１，３３３

３５４

１３，３４０

（注１） 各欄積算と合計額の数字は、四捨五入の関係で一致しないことがある。 

（注２） 運営費交付金収入及び業務経費には、平成２０年度補正予算（第１号）

により措置された「安心実現のための緊急総合対策」の消費者政策強化

対策に係る経費及び平成２０年度補正予算（第２号）により措置された

「生活対策」の消費者政策強化対策に係る経費が含まれている。 

     

    【人件費の見積り】 

      １，０２２百万円を支出する。 

      ただし、上記の金額は、役員報酬（非常勤役員給与を除く。）並びに職員基本

給、職員諸手当及び超過勤務手当に相当する範囲の費用である。 
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別紙２ 

 

 

平 成 ２０ 年 度 収 支 計 画 

（単位：百万円） 

区  別 金  額 

費用の部 

 経常費用 

  業務経費 

  一般管理費 

  人件費 

  減価償却費 

  財務費用 

 

収益の部 

 経常収益 

運営費交付金収益 

  事業収入等 

  資産見返運営費交付金戻入 

 

経常利益 

目的積立金取崩額 

当期総利益 

１２，７１８

１２，７８１

１０，９０６

２０３

１，３３３

２６０

１６

１２，７２２

１２，７２２

１２，５０１

１４４

７７

４

－

４

    （注）各欄積算と合計額の数字は、四捨五入の関係で一致しないことがある。 

 

 



 10

 

別紙３ 

 

 

平 成 ２０ 年 度 資 金 計 画 

（単位：百万円） 

区  別 金  額 

資金支出 

 業務活動による支出 

 投資活動による支出 

 財務活動による支出 

 翌年度への繰越金 

 

資金収入 

業務活動による収入 

  運営費交付金による収入 

  事業収入等 

 投資活動による収入 

 財務活動による収入 

 前年度からの繰越金 

 

２９，９１７

１１，５６８

１６，３１８

１８６

１，８４４

２９，９１７

１２，９９２

１２，８４２

１５０

１６，１２２

０

８０３

    （注）各欄積算と合計額の数字は、四捨五入の関係で一致しないことがある。 

 

 


